
令和７年度 岩手県立葛巻高等学校教職員 働き方改革アクションプラン
～くずこうワークイノベーション（みんなで取り組む働き方改革） ・セカンドシーズン～

１ 現 状

３ （２を達成していくための）具体的取組内容

葛巻学校では、「岩手県教職員働き方改革プラン（2024～2026）」に基づき、以下の取組により、「学校における働き方改革」を推進します。

【定量的現状】
◆ 「岩手県教職員働き方改革プラン（2024～2026）」目標達成状況

時間外在校等時間が月80時間以上の者
・R６年度：３人

◆ 年次休暇の取得状況について（年間一人当たりの平均取得日数）
・ R４年： 16.5 日、R５年： 16.8 日、R６年：14.3日

【定性的現状】
(1) 小規模校のため教職員数が少なく、個々が担当する分掌業務が多岐にわたる。
(2) 中高一貫教育や町からの支援等により成果が現れているが、その取組に必要

な関係機関との連携・調整等に係る事務的な作業等が多い。
(3) 中高一貫教育や山村留学制度等により多種多様な生徒が入学しており、学力

面及び精神面での支援を必要な生徒が多い。
(4) 遠距離通勤により、１日における通勤と勤務に要する時間が長時間に及ぶ教

職員が多い。

令和７年５月 日 岩手県立葛巻学校長 和田健利

２ 目標・目指す姿

【学校独自の目標】
○ 教職員一人当たりの平均時間外在校等時間を 80 時間未満とします。
○ 年次休暇の平均取得日数を 15 日以上とすることを目指します。
○ 学校評価「教職員が意欲的に取り組める環境にある。」「気軽に相談しあえるよう

な職場の人間関係ができている。」の項目評価値が3.2とすることを目指します。

【目指す姿】
(1) 教職員一人一人が、教育への強い使命感を持ち、健康でいきいきとやりがいをも
ちながら業務に取り組んでいる。

(2) 教職員が、授業や授業準備等に集中できる時間、生徒と向き合うことができる時
間を十分に確保できている。

(3) 管理職が、日頃から教職員の勤務状況や業務の進捗状況等を把握し、時間外勤
務の縮減や健康管理の推進など、適切なマネジメントを行っている。

４ アクションプランの周知方法

プランを学校のHPに掲載し、会議等を通じて教職員にも周知します。

（1）
教職員の
健康管理

(1) 職員一人ひとりが勤務時間を積極的に記録し、時間外在校等時間の縮減等に向けた呼びかけや提案をするなど、職場全体で「勤務時
間の適正管理」に取り組みます。

(2) 管理職から、振替休日の取得の積極的な活用を促したり、考査期間などの休暇の取りやすい時期に積極的に休暇の取得を促したりし
ます。

（２）
学校における
業務改善の推進

(1) 職員会議等の場を活用しながら役割分担及び業務の適正化を図り、「チーム学校」として業務改善の推進に取り組みます。
(2) 会議や打合せ等の簡略化やICTを活用した授業の効率化等、多忙化解消に向けた対策の共有化を図ります。
(3) 「学校の部活動に係る活動方針」に基づいて「部活動の適正な運営」に取り組み、休養日の適切な設定を図ります。

（３）
業務の明確化・
適正化の推進

(1)業務のスクラップアンドビルドについては常に積極的に呼びかけて検討し、「教職員の業務改善」に向けた取り組みを推進します。
(2) 学校の教職員・生徒や保護者、地域と一体となって働き方改革の側面からの高校の魅力化推進に向けて取り組みます。

令和７年度
重点取組事項

教職員への個別面談の時間を十分に確保し、長時間勤務や遠距離通勤等の個別的要因によってストレスや悩みを抱える職員の状況
を早期に把握し、管理職や職場内に相談できる雰囲気作りに努め、予防的な「心と身体の健康対策」を推進します。

県の働き方改革プランの目標を前提に、以下の目標を設定します。


